
いよいよ学校が再開します。 

しかし、学校再開に向けて、保護者の方々、そして児童のみなさんも不安でいっ

ぱいだと思います。 

 

令和 2年 5月 28日 

品濃小学校 感染症対策      

～「新しい生活様式」の実践～ 

  

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆基本的な感染症対策の実施◆◆ 

 

 感染症対策の ３つのポイント を踏まえ、取組を行います。    

       

 

 

 

 

 

  

１． 

 

 

  （１）健康観察 

 

    ・家庭と学校で継続的に健康観察を行います 

     

いつも通り 

友だちと接して

いいのかな？ 

学校には行って 

ほしいけど、 

感染は心配…。 

その不安を和らげ、だれもが安心して学校

生活を送れるよう、品濃小学校ではさまざま

な対策のもと、「新しい生活様式」の実践を

行います。 

 

 学校内での感染拡大を防ぐためには、何よりも外からウイルスを持ち込まない

ことが重要とされています。 

 お子さま、そして家庭内での感染を防ぐため、保護者の方のご理解ご協力もあ

わせて、よろしくお願いいたします。 

感染源を絶つこと 感染経路を絶つこと 抵抗力を高めること 

感染源を絶つこと 



☆健康観察票を使用した登校時の健康観察（フローチャート） 
 

家庭 ○健康観察票の内容に基づく健康観察に加え、風邪症状の確認 

    ・検温   ・風邪症状の確認 

     □発熱：37.5℃以上の熱がある          □咳が出る・のどの痛みがある 

     □平熱+1℃以上ある              □痰がからむ・痰が出る 

     □鼻水が出る・鼻づまりがある         □体がだるい・体が重い 

     □息苦しさがある（いつもと違う苦しさ）    □味覚・嗅覚に異常がある 

 

１つでも☑がある                無理をせずに自宅で休養する 

 

     ☑がない 

 

       

マスクをつけて登校 

 

学校 
 

                     

                

                

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体温の測定 

・必要に応じて早退の措置 

・マスクの対応 

校門にて手指消毒⇒各学年の決められた場所から教室へ 

 

□健康観察票に記入漏れがある 

□健康診断票の症状欄にチェックがある 

□数日間と比べて、体温が明らかな上昇がある 

37.5℃以上の発熱がある 

□マスクを着けていない 

１つでも☑がある 

☑がない⇒各教室での活動

へ 

○学校生活の中で全職員が児童の健康観察を継続 

  □顔が赤い    □ぐったりしている             □体が熱い・寒気がする 

  □のどが痛む   □いつもと違う様子がある        □体調不良の訴えがある 

  □咳が出る    □鼻水が出る                □熱っぽい・熱がある 

   

 

保健室で様子を確認し、早退の措置をとる 

 

当てはまる 
◇お子さんが学校で体調不良を訴え、保健室に来室した場

合、他の児童との接触を可能な限り避けるため、早退の措置

をとります。 

◇保健室の密を避けるという観点から、できるだけ早いお迎え

をお願いいたします。 

※お迎えの際は、通用門にあるインターホンを押していただき 

  通用門付近でお待ちください。 



    

２． 

 

  （１）手洗い 

     

    ・手指で目、鼻、口をできるだけ触らないよう指導します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２）咳エチケット 

   ・毎日マスクをつけて過ごします 

・マスクの正しいつけ方、外し方を指導します 

 

 

 

 

 

感染経路を絶つこと 

厚生労働省ホームページより 

 

（参考文献）森功次他：感染症学雑誌より 

 

文部科学省ホームページより 

 

厚生労働省ホームページより 

 

◇ご家庭でマスクをご準備ください 

（使い捨てマスク、布マスクなど、形態は問いません） 

◇予備のマスクもランドセルに持たせてください 

◇マスクを入れる袋をご準備ください 

◇ご家庭でマスクの準備ができない場合、学校までご相談ください 

 ◇丁寧な手洗い後、清潔なハンカチで手を拭くため、ご家庭から毎日ハンカチを持たせてください 

 



 

 

 

 

 

 

 

  （３）消毒 

 

    ・多くの児童が手を触れる箇所（机、いす、ドア、流し場、階段の手すり、トイレなど）を 

次亜塩素酸ナトリウム液を用いて消毒します 

 

    ・消毒作業は、午前・午後グループの入れ替え時に行います 

 

 

 

 ３． 

 

    ・免疫力を高めるため、「十分な睡眠」、「適度な運動」及び「バランスのとれた食事」を 

心がけるよう指導します 

 

 

 

 

◆◆集団感染のリスクへの対応◆◆ 

 

 ３つの密（密閉、密集、密接）が重ならない教育活動を行い、「ゼロ密」を目指します 

山口県山陽小野田市ホームページより 

 

抵抗力を高めること 

◇よりよい生活習慣を身につけさせるための支援をご家庭でもお願いいたします 

厚生労働省ホームページより 

 


